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1. 走行環境・労働環境に適した国からの優先採用  - 山藤運送株式会社
■ 背景・現状

国によって交通ルールや労働環境が異なるため、一律に採用すると、
運転や倉庫作業などの現場業務において適性のミスマッチが生じることが課題。

■ 取り組み内容
ドライバー職では日本と同じ「左側通行」の環境かつ運転経験の有無を重視し、
インドネシア人のトレーラー経験者を優先採用。
倉庫作業職では、コミュニケーションを重視し、英語を話せるフィリピン人を採用。

■ 結果
業務特性に合わせて採用ターゲットを明確化することで、
入社後の現場への適応をスムーズにし、国籍の特徴を活かした人材配置を実現した。

2. 「わかりやすい日本語」による安全教育の理解度向上  - アキタ株式会社
■ 背景・現状

既存の安全教育資料は難解な文章表現や漢字が多く、外国人の内容理解が難航。
また、会社として母国語へ翻訳するノウハウが不足していることも課題だった。

■ 取り組み内容
安全基準や評価内容は変えず、教材や社内テストの文章表現のみを、
外国人にも理解しやすい「わかりやすい日本語」へリライトした。

■ 結果
外国人の安全教育への理解度が向上し、社内テストでは外国人が日本人以上の
点数を獲得。翻訳の外注等のコストをかけずに教育の成果が上がった。

Aグループ共有事例　文責：福谷 蒼依子

山藤運送株式会社さん  / アキタ株式会社さん

外国人が活躍できる受け入れ体制の整備
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1. 背景・現状
■ 「手積み」が多い現場が多く、ドライバーの採用に苦戦していた。

2. 取り組み内容
■ 製造業や農業などで技能実習・特定技能としてすでに国内で働いている外国人のうち、「日本語

能力N3以上」かつ「大型免許を保有」している人材をターゲットに採用を実施。

3. 結果
■ 元から国内転職組みの外国籍ドライバーが多く、今ではドライバー全体の約13%を外国人が占

めている。
■ 手厚い教育体制を整備したことで、外国人ドライバーの中には、わずか4ヶ月でワンマン運行が

できるまでに成長した人もおり、早期戦力化の実績が生まれている。 
■ 日本での就業理由が母国への送金目的の就労者が多く、前職（製造業・農業）と比較して高い給

与水準に満足しているため、肉体的な負担が大きい業務であっても不満を漏らすことなく真面目
に働いている。

■ 外国人はビザの切り替えに時間がかかり、退職するとその期間が無収入になるリスクがあるた
め安易に辞めにくく、現場への長期的な定着を期待している。

株式会社 ネクストさん

国内在住外国人を対象としたドライバー採用
Bグループ共有事例　文責：荒井 琉翔


